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地
域
と
の
協
議
・
連
携
も
不
可

欠
だ
が
。

　

教
育
・
市
長
部
局
が
共

通
認
識
を
持
ち
課
題
に
取
り
組

む
。
地
域
住
民
と
の
協
議
も
進

め
る
。　

重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
関
係
者
の
意
見
交

流
会
・
小
学
校
間
の
連
携
を
強

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
遊

び
場
で
あ
っ
た
広
野
球
技
場
に

鍵
を
掛
け
子
ど
も
た
ち
を
締
め

出
す
理
由
は
。

　

施
設
の
活
用
に
つ
い
て

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。
条
件
整
備
に
努
力
し
て
い

く
。

化
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
組

織
の
立
ち
上
げ
も
検
討
す
る
。

　

犯
罪
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

す
る
人
の
就
労
確
保
は
更
生
へ

の
一
番
の
近
道
で
あ
る
。
近
年

の
経
済
不
況
は
雇
用
機
会
の
減

少
に
拍
車
を
か
け
る
。
更
生
保

　

博
物
館
、
資
料
館
の

役
割
を
根
本
か
ら
考
え
積
極
的

に
検
討
し
て
い
く
。
広
野
球
技

場
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
苦
情

に
対
応
し
た
措
置
だ
。

　

福
祉
行
政
を
委
託
し
て
い

護
に
対
す
る
認
識
と
行
政
自
体

の
就
労
支
援
策
は
。

　

明
る
い
社
会
づ
く
り
の

観
点
か
ら
責
任
も
感
じ
る
。
法

務
局
・
府
と
連
携
し
、
担
う
べ

き
役
割
を
明
確
に
す
る
。

　

園
部
駅
前
交
差
点
よ
り

る
社
協
の
認
識
は
。

　

旧
来
の
社
協
は
町
の
付

属
機
関
と
と
ら
え
ら
れ
て
い

た
。
今
日
は
、
独
立
の
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
市
の
大
き
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
か
ら
市
が
募
金
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
充

実
・
教
育
環
境
の
整
備
は
行
政

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
27
年

度
に
は
児
童
数
50
人
未
満
校
が

11
校
、
複
式
学
級
実
施
校
が
10

校
と
な
る
。
現
状
認
識
、
実
情

を
踏
ま
え
今
後
の
対
策
と
計
画

は
。学

校
の
適
正
規
模
問
題
は

　

各
地
に
空
き

施
設
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
が
、
地

域
活
性
化
、
介
護

予
防
の
た
め
に
無

料
開
放
で
き
な
い

か
。ま

た
、
資
料
館

等
は
無
料
で
あ
る

学
校
・
社
会
・
行
政
の
連
携
を

教
育
環
境
整
備
で
の
学
校
規
模
適
正
化
は市長

橋本

利
用
し
や
す
い
条
件
整
備
に
努
め
る

市
民
の
財
産
は
市
民
の
た
め
に
活
用
を市長

山下

八
木
方
面
の
数
百

メ
ー
ト
ル
は
大
き

な
カ
ー
ブ
で
通
行

車
両
・
近
隣
住
民
の

生
活
に
も
危
険
な

状
況
で
あ
る
。
交
差

点
形
状
調
査
が
進

行
中
だ
が
府
道
改

修
と
連
動
し
て
の

事
業
展
開
を
求
め

る
。　

鋭
意
努
力

し
積
極
的
に
取
り

組
む
。

来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

府
の
指
導
で
共
同
募
金

委
員
会
を
設
置
し
た
。
募
金
活

動
が
強
制
に
な
ら
な
い
よ
う
、

説
明
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

掲
示
し
、
定
住
促
進
の
大
変
大

き
な
役
割
が
あ
る
事
業
と
思
っ

て
い
る
。
組
合
設
立
に
よ
っ
て

事
業
推
進
が
図
ら
れ
、
準
備
会

の
地
元
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

連
携
を
強
め
な
が
ら
早
期
に
推

進
し
て
い
く
。

め
ら
れ
て
い
る
中
、
都
市
計
画

道
路
に
生
活
環
境
整
備
（
上
下

水
道
管
）
の
布
設
工
事
の
計
画

が
大
変
重
要
で
あ
り
、
市
の
的

確
な
先
行
投
資
の
決
断
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
「
公
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
」
で
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
や

を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
２
、
３
兆
円
増
え
る

と
い
う
見
方
も
あ
る
。
農
業
だ

け
で
な
く
、
国
全
体
の
こ
と
な

ど
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

市
所
有
地
、
公
社
所
有
地
等
を

有
効
に
活
用
し
、
財
政
や
補
助

事
業
の
補
助
金
を
考
慮
し
つ
つ

建
て
替
え
を
行
う
と
あ
り
、
住

生
活
の
見
直
し
と
、
人
口
増
や

定
住
促
進
を
図
る
上
で
の
八
木

駅
舎
周
辺
を
含
め
た
土
地
区
画

整
理
事
業
の
推
進
は
。

　

将
来
人
口
７
４
０
人
を

　

40
頭
は
い
る
と
い
わ
れ
る

西
本
梅
地
域
の
サ
ル
は
さ
ら
に

個
体
数
を
増
や
し
、
拡
散
し
て

い
る
状
況
だ
。
モ
ン
キ
ー
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
施
設
を
建
設

し
、
捕
獲
し
た
サ
ル
を
囲
う
考

え
は
。

　

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計

画
以
上
に
捕
殺
は
で
き
な
い

が
、
こ
れ
だ
け
増
え
て
い
る
の

だ
か
ら
府
と
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

本
年
10
月
17
日
に
本
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理
事

業
準
備
会
総
会
が
開
か
れ
、
本

組
合
立
ち
上
げ
に
向
け
事
業
推

進
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
当
該
地
域
の
発

展
と
将
来
を
見
据
え
た
計
画
的

な
都
市
計
画
の
進
ち
ょ
く
が
求

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
参

加
な
ら
日
本
の
食

料
自
給
率
は
14
％

に
な
り
、
農
業

･

地
域
は
崩
壊
す

る
恐
れ
は
大
で
あ

る
。
反
対
の
態
度

地
元
の
方
と
力
を
合
わ
せ
早
期
に
推
進

八
木
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

市長

葊瀨

国
全
体
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
市
農
業
は
破
壊
さ
れ
る
が市長

　

国
道
９
号

へ
の
接
続
工
事

が
途
中
で
止

ま
っ
て
い
る

が
。　

用
地
買

収
の
調
整
が
遅

れ
て
い
る
が
努

力
す
る
。

　

地
元
建
設
業
者
の
仕
事
起

こ
し
や
地
域
経
済
活
性
化
の
起

爆
剤
に
な
る
「
住
宅
改
修
助
成

制
度
」
「
小
規
模
工
事
希
望
者

登
録
制
度
」
は
府
下
の
多
く
の

自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

制
度
の
創
設
の
考
え
は
な
い

か
。　

「
住
宅
改
修
助
成
制

度
」
の
創
設
は
考
え
て
い
な

い
。
「
小
規
模
工
事
希
望
者
登

録
制
度
」
は
亀
岡
市
の
状
況

等
、
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。
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園部駅前の国道９号

鍵のかかった広野球技場

工事中の国道 477 号バイパス

大型機械による刈取り作業

更
生
者
の
就
労
支
援
を

国
道
９
号
の
改
修
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
に

　
　
　

対
す
る
認
識
は

国
道
４
７
７
号
バ
イ
パ
ス
の

　
　
　
　
　

進
ち
ょ
く
状
況
は

増
加
す
る
サ
ル
を

　
一斉
捕
獲
し
囲
う
対
策
を

住
宅
改
修
助
成
制
度
な
ど

　
　
　

 

新
し
い
制
度
の
創
設
を


